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Occupants of Interplanetary Craft」（絵画棟油画ギャラリー及び立体工房に於いて制作されたインスタレ
ーション）に関する言及をしていない。これは美術大学という作家希望の多い実技系学生の論文形式のなか
では珍しいことである。大半の学生は自身の制作と作品を機軸に置いて考察や論述をする者がほとんどであ
るが、筆者はそのような記述を敢えてせず、論考と実践形体としての作品をそれぞれに提示している。勿論
筆者は、作品は“芸術とは何か？それは可能か？”という問いに対する実践としてあるものだから実在させ
視覚化しておりそれを見てほしいということなのだろう。この場合、作品は筆者の考察の具体的答案として
ではなく、これもまた論考と同様筆者の現在的問いそのものなのである。畢竟、この対応の仕方は芸術大学
の学生たち（作家でもある教員にとっても）にとっての“美術芸術の自明性”を素朴にしかし根底的に問う
形式となっている。作家が自作に向けて言葉を発する行為の自己正当化、奇妙な整合性、方法と意味の混濁
などしばしば陥る不透明性を回避したいとの筆者のこの取りえた方法はこのような実技系大学の博士論文と
してこれまで容認されてきた芸術や創造行為の安易な“聖化”を批評する行為としてその勇気を特に評価し
たい。また筆者のこれまでの辿ってきた決して美術的ではない場所からの眺め、迂回路の選択という経緯の
賜物でもあるかと思う。にもかかわらず筆者はこの３年間で様々な場所（国内外）で日々の考察を続け、や
はり日々制作という「営為」も並行して行ってきたのである。アトリエで、自室で、ギャラリーで、美術館
で、アーティストインレジデンスのスタジオで、またそのいずれでもない“なんでもない場所”で行われて
きた。私は担当教員としてその全てではないが彼の制作を見続けてきた。制作はあらゆる場所で重ねられ展
開を追いながら、その都度、場の意味が問われ、素材の改変改良が為されそれらを経て次第に「勘」や「呼
吸」が制作の手に宿り作品が“見えて（視えて）”きたのである。今回の作品は、壁を隔てて繋がっている２
ヵ所の空間の構造の任意の部分の形状や空間をフィルムやプラスチック、木材などを素材として使いながら
それらの個々の形体を平面的に変換し、そこに実空間を示唆する塗りや描きを施し組み直して設置していく
ものだ。従来までなかった実際の壁面への直描きも試まれ金井の制作に新しい局面も現れた。「実空間の絵画
的読み直し」として金井学のこれまでの制作の中でも一番質的にも視覚的にも見応えのあるもとなっている
と思う。これは金井学の実作者としての経験の所産である。考察と制作、論考と作品、この二つの対応物は
彼のなかで非常に厳しく交通しそして生き生きと響きあっている。今作品についても林、三井田、小山全て
の先生から高い評価をいただいた。金井学がこれから将来、芸術美術批評の書き手とし行動していくか、ま
た同時に作家としても歩むのかいずれにせよ二つを両輪として新たな途を拓いていくであろうと思う。 
以上の経緯を以って、論文、作品を審査しその内容の質とレベルの高さに私たち審査員は非常に満足し、
全員一致で金井学が博士号取得において相応しいと判断をした。 
